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Ⅰ 学校法人の概要 

 

１．学是と教育理念 

 

（１） 日本医科大学 

建学の精神  済生救民 

学 是  克己殉公 

教 育 理 念  愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の育成 

日本医科大学は、明治 9年に長谷川泰により創設された済生学舎を前身とし、創立 140年

を超えるわが国最古の私立医科大学である。本学の源流である済生学舎は、その建学の精神

を「済生救民」（貧しくて、そのうえ病気で苦しんでいる人々を救うのが、医師の最も大切

な道である）とし、その精神は大正 7 年に学是「克己殉公」（我身を捨てて、広く人々のた

めに尽くす）として掲げられた。その建学の精神は、時代の変遷を経て今なお日本医科大学

の学是として、明日の医療を担う学生たちに脈々と受け継がれている。また、教育理念は、

建学の精神と学是をさらに明確に表現した「愛と研究心を有する質の高い医師と医学者の育

成」である。 

 

（２） 日本獣医生命科学大学 

建学の精神  敬譲相和 

到 達 目 標  愛と科学の聖業を培う 

教 育 理 念  愛と科学の心を有する質の高い獣医師と専門職及び研究者の育成 

日本獣医生命科学大学の教育理念は「愛と科学の心を有する質の高い獣医師と専門職及び

研究者の育成」であり、学是は「敬譲相和」である。その意味は、謙譲と協調、愛と倫理を

育む科学の創生を説いた箴言である。本学の目的は、生命科学新時代・環境科学新時代・食

品科学新時代の開拓者として、総合的な《生命科学の知と技》を練磨するとともに、《人間

愛・動物愛》の豊かで清冽な人材の育成にある。 

 

（３） 日本医科大学看護専門学校 

学 是  克己殉公 

教 育 理 念  私心を捨て社会に貢献する。 

己に打ち克ち、公のために生きる。 

日本医科大学の建学の精神を基盤に、自律性、主体性、創造性に富む豊かな人間性を培う。

共同存在を基盤とした関係を築きながら、倫理的視点と科学的根拠に基づく思考力、判断力、

責任ある行動がとれる看護師を育成する。 
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２．沿革 

明治 9年 （1876）  4月 長谷川泰により、東京・本郷に西洋医学による医師養成学校「済生学舎」設立。日本医科大学の源流である。 

明治 14年（1881） 9月 東京・小石川（護国寺境内）に日本最初の「私立獣医学校」設立。日本獣医生命科学大学の源流である。 

明治 25年（1892） 11月 私立獣医学校を東京・牛込市ヶ谷に移転し、特別認可「私立東京獣医学校」と改称。 

明治 36年（1903） 8月 済生学舎廃校。 

明治 37年（1904） 4月「私立日本医学校」設立。 

明治 43年（1910） 11月 東京・文京区千駄木に私立日本医学校付属駒込医院開設（現、日本医科大学付属病院）。 

明治 44年（1911） 3月 東京・目黒に私立東京獣医学校の校舎を新築移転し、「私立日本獣医学校」と改称。 

明治 45年（1912） 7月 私立日本医学校を「財団法人私立日本医学専門学校」とする。 

大正 8年（1919） 8月 財団法人私立日本医学専門学校を「財団法人日本医学専門学校」と改称。 

大正 10年（1921） 1月 日本医学専門学校付属医院看護婦講習科設置。 

大正 13年（1924） 7月 日本医学専門学校付属飯田町医院開設（平成 9年 10月閉院の日本医科大学付属第一病院）。 

大正 15年（1926） 2月 大学令により「財団法人日本医科大学」に昇格、予科を併設。 

昭和 12年（1937） 3月 「私立日本獣医学校」を現在の東京・武蔵境に移転。 

昭和 12年（1937） 6月 日本医科大学付属丸子病院開設（現、武蔵小杉病院）。 

昭和 13年（1938） 4月 専門学校令により私立日本獣医学校が「財団法人日本高等獣医学校」に昇格。 

昭和 19年（1944） 4月 財団法人日本高等獣医学校から「日本獣医畜産専門学校」と改称。 

昭和 24年（1949） 2月 「財団法人日本獣医畜産大学」の設立許可。 

昭和 26年（1951） 2月 学制改革により財団法人日本医科大学が「学校法人日本医科大学」となる。 

昭和 26年（1951） 3月 財団法人日本獣医畜産大学が「学校法人日本獣医畜産大学」となる。 

昭和 27年（1952） 2月 学校法人日本医科大学と学校法人日本獣医畜産大学が合併。 

昭和 35年（1960） 4月 日本医科大学大学院医学研究科設置。 

昭和 37年（1962） 3月 日本獣医畜産大学大学院獣医学研究科設置。 

昭和 43年（1968）  4月 社団法人老人病研究会付属老人病研究所を学校法人日本医科大学に移管し、「日本医科大学老人病研究所」となる。 

昭和 52年（1977） 1月 日本医科大学付属病院救命救急センター発足（厚生省承認第１号）。 

昭和 52年（1977） 7月 日本医科大学多摩永山病院開設。 

昭和 61年（1986） 7月 国際交流センター設置。 

平成 4年（1992） 10月 日本獣医畜産大学「富士アニマルファーム」設置。 

平成 4年（1992） 12月 日本医科大学新東京国際空港クリニック開設（現、日本医科大学成田国際空港クリニック）。 

平成 5年（1993） 4月 日本医科大学千葉看護専門学校設置（現、日本医科大学看護専門学校）。 

平成 6年（1994） 1月 日本医科大学千葉北総病院開設。 

平成 9年（1997） 2月 日本医科大学腎クリニック開設。 

平成 13年（2001） 12月 知的財産・ベンチャー育成（TLO）センター設置（現、知的財産推進センター）。 

平成 15年（2003） 11月 日本医科大学呼吸ケアクリニック開設。 

平成 18年（2006） 2月 日本医科大学健診医療センター開設。 

平成 18年（2006） 4月 日本獣医畜産大学を「日本獣医生命科学大学」に改称。 

平成 26年（2014） 3月 日本医科大学新丸子校舎を閉舎し、基礎科学課程を武蔵境校舎へ移設。 

平成 26年（2014） 4月 ICT推進センターを設置。 

平成 27年（2015） 1月 女性医師・研究者支援室を設置（現、しあわせキャリア支援センター）。 

平成 27年（2015） 4月 老人病研究所を「先端医学研究所」に改称。 

平成 28年（2016） 1月 研究統括センターを設置。 
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３．法人が設置する教育研究機関・付置施設 
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   令和 4 年 3 月 31 日現在 

（１） 日本医科大学   学長    弦間 昭彦 

 大学院医学研究科   医学研究科長    森田 明夫 

 医学部   医学部長   安武 正弘 

 付属病院   院長   汲田 伸一郎 

 腎クリニック   所長   平間 章郎 

 呼吸ケアクリニック   所長    日野 光紀 

 健診医療センター   センター長    村上 隆介 

 ワクチン療法研究施設   所長   廣田 薫 

 武蔵小杉病院   院長   谷合 信彦 

 多摩永山病院   院長    中井 章人 

 千葉北総病院   院長   別所 竜蔵 

 成田国際空港クリニック   所長    赤沼 雅彦 

 先端医学研究所   所長    田中 信之 

      

（２） 日本獣医生命科学大学   学長    清水 一政 

 大学院獣医生命科学研究科  研究科長   近江 俊徳 

 獣医学部    獣医学部長    小山 秀一 

 応用生命科学部   応用生命科学部長  藤澤 倫彦 

 付属ワイルドライフ・ミュージアム  館長   羽山 伸一 

 付属動物医療センター   院長    藤田 道郎 

 付属牧場(富士アニマルファーム)  牧場長   長田 雅宏 

 生命科学総合研究センター   センター長    有村 裕 

      

（３） 日本医科大学看護専門学校   校長    内藤 明子 

      

（４） 各センター         

 国際交流センター  センター長   小川 令 

 知的財産推進センター   センター長    桑名 正隆 

 ＩＣＴ推進センター  センター長   林 宏光 

 研究統括センター   センター長    弦間 昭彦 

 しあわせキャリア支援センター   センター長    土佐 眞美子 
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４．理事会・評議員会の開催状況及び役員・評議員一覧 

（１）理事会                                         （）内は書面による出席者数 

開催年月日 
出席状況 

議事内容等 
理事 監事 合計 

令和 3 年 

4月 27日 13 3 16 学校法人日本医科大学令和 3年度給与改定に関する件等 

5月 25日 13 3 16 令和 2 年度学校法人日本医科大学決算(事業報告を含む)に関する件等 

6月 22日 13(1) 3 16 令和 3 年度上半期期末勤務手当支給に関する件等 

7月 27日 13 3 16 日本獣医生命科学大学大学院獣医生命科学研究科長の任命に関する件等 

9月 28日 13 3 16 法人寄附行為第 23条第 1項第 3号評議員の選任に関する件等 

10 月 26 日 13 3 16 学校法人日本医科大学知的財産推進センター知財センター長の選任に関する件等 

11 月 30 日 13 3 16 牧心セミナーハウスの資金化に関する件等 

12 月 28 日 13 3 16 日本医科大学教員の採用・昇任・委嘱に関する件(医学部教授会承認)等 

令和 4 年 

1月 25日 13(1) 3 16 日本医科大学医学部学則の一部改正に関する件等 

2月 22日 13 3 16 役員賠償責任保険契約に関する件等 

3月 22日 13 3 16 令和 4 年度学校法人日本医科大学予算(案)及び事業計画(案)に関する件等 

 

 

 

（２） 理事・監事          理事定員数：14 名、監事定員数：2～3 名      令和 4 年 3月 31 日現在 

      

 氏名 就任年月日 
常勤・ 

非常勤 
主な現職 選任区分 

坂本 篤裕 R1.12.17 常勤 理事長・日本医科大学大学院教授 2号理事 評議員 

鈴木 秀典 R1.12.17 常勤 常務理事・日本医科大学名誉教授 2号理事 評議員 

汲田 伸一郎 R1.12.17 常勤 常務理事・日本医科大学付属病院院長 2号理事 評議員 

弦間 昭彦 R2.10.1 常勤 常務理事・日本医科大学長 1号理事 日本医科大学長 

清水 一政 R1.10.1 常勤 理事・日本獣医生命科学大学長 1号理事 日本獣医生命科学大学長 

阿久澤 良造 R1.12.17 非常勤 理事・日本獣医生命科学大学名誉教授 2号理事 評議員 

猪口 正孝 R1.12.17 非常勤 
理事・社会医療法人社団正志会理事長・ 

東京都医師会副会長・東京都病院協会会長他 
2号理事 評議員 

柴 由美子 R3.2.1 非常勤 理事・本法人顧問弁護士 3号理事 学識経験者 

髙橋  浩 R1.12.17 常勤 理事・日本医科大学大学院教授 3号理事 学識経験者 

中井 章人 R1.12.17 常勤 理事・日本医科大学多摩永山病院院長 3号理事 学識経験者 

三浦 公嗣 R1.12.17 非常勤 理事・慶應義塾大学医学部特任教授 3号理事 学識経験者 

山中 伸一 R1.12.17 非常勤 
理事・㈱ドワンゴ取締役・ 

学校法人角川ドワンゴ学園理事長 
3号理事 学識経験者 

吉田  寛 R1.12.17 常勤 理事・日本医科大学大学院教授 3号理事 学識経験者 

池田 大祐 R3.4.1 非常勤 監事 監事 

大喜多 啓光 H30.6.1 非常勤 監事・弁護士 監事 

藤井 敬之 R1.12.17 非常勤 監事 監事 

1. 責任限定契約の内容の概要 

本法人は、私立学校法及び本法人寄附行為の規定に基づき、非業務執行理事等との間で私立学校法第 44条の 2第 1項の損害賠償責任を

限定する旨の契約を締結しております。 

2．役員賠償責任保険契約の内容の概要 

本法人は、被保険者の範囲を理事・監事とする役員賠償責任保険契約を締結しております。 
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（３）評議員会                                        （）内は書面による出席者数 

開催年月日 

出席状況 

議事内容等 評議

員 
理事 監事 合計 

 令和 3 年 
5月 25日 39(2)  3 42 令和 2 年度学校法人日本医科大学決算(事業報告を含む)に関する件等 

11 月 30 日 40(1)  3 43 学校法人日本医科大学令和 3年度上半期収支状況報告等 

 令和 4 年 3月 22日 40(1)  3 43 令和 4 年度学校法人日本医科大学予算(案)及び事業計画(案)に関する件等 

 

（４） 評議員        定員数：36～42 名                       令和 4 年 3 月 31 日現在 

 氏名 就任年月日 主な現職 選任区分 

越野 立夫 R1.12.7 評議員会議長・日本医科大学同窓会監事 4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

弦間 昭彦 R2.10.1 評議員・日本医科大学長 1号評議員 日本医科大学長 

清水 一政 R1.10.1 評議員・日本獣医生命科学大学長 1号評議員 日本獣医生命科学大学長 

森田 明夫 R3.4.1 評議員・日本医科大学大学院教授 2号評議員 日本医科大学大学院医学研究科長 

安武 正弘 R2.10.1 評議員・日本医科大学大学院教授 2号評議員 日本医科大学医学部長 

中村 成夫 R2.4.1 評議員・日本医科大学教授 2号評議員 日本医科大学基礎科学主任 

汲田 伸一郎 R2.4.1 評議員・日本医科大学大学院教授 2号評議員 日本医科大学付属病院院長 

谷合 信彦 R2.4.1 評議員・日本医科大学教授 2号評議員 日本医科大学武蔵小杉病院院長 

中井 章人 R2.4.1 評議員・日本医科大学教授 2号評議員 日本医科大学多摩永山病院院長 

別所 竜蔵 R2.4.1 評議員・日本医科大学教授 2号評議員 日本医科大学千葉北総病院院長 

近江 俊徳 R3.8.1 評議員・日本獣医生命科学大学教授 
2号評議員 日本獣医生命科学大学 

大学院獣医生命科学研究科長 

小山 秀一 H31.4.1 評議員・日本獣医生命科学大学教授 2号評議員 日本獣医生命科学大学獣医学部長 

藤澤 倫彦 H31.4.1 評議員・日本獣医生命科学大学教授 2号評議員 日本獣医生命科学大学応用生命科学部長 

髙橋  浩 R1.12.7 評議員・日本医科大学大学院教授 3号評議員 本法人職員 

吉田  寛 R1.12.7 評議員・日本医科大学大学院教授 3号評議員 本法人職員 

鈴木 浩悦 R3.10.1 評議員・日本獣医生命科学大学教授 3号評議員 本法人職員 

高樋 康夫 R1.12.7 評議員・法人本部総務部部長 3号評議員 本法人職員 

山本 臣生 R1.12.7 評議員・日本医科大学付属病院事務部部長 3号評議員 本法人職員 

鈴木 智恵子 R3.4.1 評議員・日本医科大学付属病院看護部部長 3号評議員 付属病院看護部部長 

阿久澤 良造 R1.12.7 評議員・日本獣医生命科学大学名誉教授 4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

猪口 正孝 R1.12.7 
評議員・社会医療法人社団正志会理事長・ 

東京都医師会副会長・東京都病院協会会長他 
4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

江澤 和彦 R1.12.7 
評議員・日本医師会常任理事・医療法人博愛会理事長・ 

医療法人和香会理事長他 
4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

釜萢  敏 R1.12.7 評議員・日本医師会常任理事・群馬県医師会参与 4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

小礒  孝 R1.12.7 
評議員・一般社団法人日本養豚協会専務理事・ 

日本獣医生命科学大学同窓会副会長 
4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

坂本 篤裕 R1.12.7 評議員・学校法人日本医科大学理事長・日本医科大学大学院教授 4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

渋谷 哲男 R1.12.7 評議員・日本医科大学同窓会会長・巨樹の会狭山中央病院院長 4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

中條 眞二郎 R1.12.7 評議員・日本獣医生命科学大学同窓会会長・日本獣医生命科学大学名誉教授 4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

南  砂 R1.12.7 評議員・読売新聞東京本社常務取締役調査研究本部長 4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

山本 保博 H29.12.1 評議員・医療法人伯鳳会東京曳舟病院院長・日本医科大学名誉教授 4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

横田 裕行 R1.12.7 
評議員・日本体育大学大学院研究科長、教授・日体幼稚園園長・ 

日本医科大学名誉教授 
4号評議員 本法人が設置する大学の卒業生 

大久保 善朗 R3.5.1 評議員・医療法人社団聖美会多摩中央病院理事長・日本医科大学名誉教授 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

工藤 翔二 R2.4.1 評議員・公益財団法人結核予防会理事長・日本医科大学名誉教授 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

柴 由美子 R3.2.1 評議員・本法人顧問弁護士 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

鈴木 秀典 R1.12.7 評議員・学校法人日本医科大学常務理事・日本医科大学名誉教授 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

髙部 正男 R1.12.7 評議員・一般財団法人消防試験研究センター顧問 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

辻  哲夫 R1.12.7 
評議員・東京大学高齢社会総合研究機構・未来ビジョン研究センター客員研究員・ 

一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会理事長 
5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

寺本  明 R1.12.7 評議員・湘南医療大学副学長・日本医科大学名誉教授 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

中本  晃 R1.12.7 評議員・㈱島津製作所代表取締役会長・学校法人島津学園理事長他 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

三浦 公嗣 R1.12.7 評議員・慶應義塾大学医学部特任教授 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

山中 伸一 R1.12.7 評議員・㈱ドワンゴ取締役・学校法人角川ドワンゴ学園理事長 5号評議員 学識経験者(本法人大学卒業生、職員を除く) 

6



 

 

５．法人の組織機構 

（１） 法人組織 

令和 4 年 3 月 31 日現在 

 

 

 

評議員会

理事会

監事

理事長 常務理事

法人本部

日本医科大学

日本獣医

生命科学大学

日本医科大学

看護専門学校

国際交流

センター

知的財産推進

センター

ＩＣＴ推進

センター

付属病院

武蔵小杉病院

多摩永山病院

千葉北総病院

健診医療

センター

呼吸ケア

クリニック

成田国際空港

クリニック

先端医学

研究所

腎クリニック

ワクチン療法

研究施設

研究統括

センター

しあわせキャリア

支援センター

学部学科等

設置計画室
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（２） 事務組織 

令和 4 年 3 月 31 日現在 

 

監査室

法人本部

日本医科大学

日本獣医

生命科学大学

日本医科大学看護専門学校

国際交流センター

知的財産推進センター

秘書室

企画部（企画課 開発課）

総務部（総務課 法務課 広報課）

人事部（人事課 給与厚生課 看護課）

財務部（経理課 資金会計課 募金課 補助金・助成金対策課）

管財部（管財課 用度課）

事務局

先端医学研究所

付属病院

武蔵小杉病院

多摩永山病院

千葉北総病院

健診医療センター

腎クリニック

成田国際空港

クリニック

事務部（学長室・企画調査課 庶務課 教務課 入試課

学生支援課 研究推進課 施設管理課）

学事部（庶務課 教務課 大学院課 武蔵境校舎事務室

大学事務分室(武蔵小杉、多摩永山、千葉北総)）

付属ワイルドライフ・

ミュージアム

事務室

事務部（庶務課 医事課 資材課）

事務部（庶務課 医事課 資材課）

事務部（庶務課 医事課 資材課）

事務部（庶務課 医事課 資材課）

呼吸ケアクリニック

ワクチン療法研究施設

事務室

事務室

事務室

事務室

学
校
法
人
日
本
医
科
大
学

研究推進部（研究推進課）

健康管理室

ＩＣＴ推進センター（ＩＣＴ企画課 ＩＣＴシステム課）

研究統括センター

経営情報部（経営情報課）

事務室

事務室

事務室

事務室

事務室

武蔵小杉キャンパス再開発計画室

付属動物医療センター

事務室

しあわせキャリア支援センター 事務室

事務室

事務局
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（３） 日本医科大学 

                                               令和 4 年 3 月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 

※1　平成28年度より新設

※2　平成27年度もって募集停止

日本医科大学

大学院教授会

教授会

各種委員会

各種委員会

大学院医学研究科

医学部医学科

基礎科学

基礎医学

臨床医学

病院及び診療所

図書館

先端医学研究所

教務部

研究部 共同研究施設

学生部 学生相談室

医学教育センター

事務局

アドミッションセンター

医学専攻 ※1

生理系 ※2

病理系 ※2

社会医学系 ※2

加齢科学系 ※2

内科系 ※2

外科系 ※2

医学教育研究開発部門

医学教育支援部門

個別化教育推進部門

各室

数理・データサイエンス・AI教育センター
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（４） 日本獣医生命科学大学 

                                               令和 4 年 3 月 31 日現在 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

合同

教授会

大学院獣医

生命科学研究科

獣医生命科学研

究科委員会

獣医学専攻

獣医保健看護学専攻

応用生命科学専攻

獣医学部

学部教授会

獣医学科

獣医保健看護学科

応用生命科学部

学部教授会

動物科学科

食品科学科

付属図書館

付属動物医療センター

付属牧場（アニマルファーム）

分子腫瘍学研究施設

教務部

IR推進センター

キャリア支援センター

付属ワイルドライフ・ミュージアム

日本獣医

生命科学
大学

合同教授会
大学院獣医

生命科学研究科

獣医生命科学

研究科委員会

獣医学部

学部教授会

獣医学科

獣医保健看護学科

応用生命科学部

学部教授会

動物科学科

食品科学科

付属図書館

付属動物医療センター

付属牧場（富士アニマルファーム）

教務部

学生部

保健センター

事務局

学生相談室

生命科学総合研究センター

付属ワイルドライフ・ミュージアム

研究部
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６． 教職員数一覧 

（１） 教員                                                     令和 3 年 5 月 1 日現在  

                                                                            （単位：人） 
  教授 准教授 講師 助教 専任教員 計 

日本医科大学 

日本医科大学 23 21 26 36 - 106 

付属病院 37 46 55 256 - 394 

腎クリニック 0 0 0 2 - 2 

呼吸ケアクリニック 0 1 0 3 - 4 

健診医療センター 0 1 0 2 - 3 

ワクチン療法研究施設 0 0 0 1 - 1 

武蔵小杉病院 11 19 19 108 - 157 

多摩永山病院 5 19 5 101 - 130 

千葉北総病院 8 23 10 137 - 178 

成田国際空港クリニック 1 0 0 2 - 3 

先端医学研究所 5 1 3 7 - 16 

小計 90 131 118 655 - 994 

日本獣医生命科学大学 

獣医学部 25 23 25 14 - 87 

応用生命科学部 19 10 7 3 - 39 

小計 44 33 32 17 - 126 

日本医科大学看護専門学校 - - - - 15 15 

合計 134 164 150 672 15 1,135 

 
 
（２） 職員                                                     令和 3 年 5 月 1 日現在  

                                                                            （単位：人） 

    事務職 技術職 技能職 看護職 計 

法人本部  70 0 2 0 72 

日本医科大学 

日本医科大学 66 38 2 0 106 

付属病院 199 333 30 1,262 1,824 

腎クリニック 1 4 0 6 11 

呼吸ケアクリニック 3 2 0 5 10 

健診医療センター 3 8 0 7 18 

ワクチン療法研究施設 2 0 0 0 2 

武蔵小杉病院 74 138 8 642 862 

多摩永山病院 73 131 5 616 825 

千葉北総病院 97 201 6 732 1,036 

成田国際空港クリニック 7 2 0 29 38 

先端医学研究所 3 8 0 0 11 

小計 528 865 51 3,299 4,743 

日本獣医生命科学大学 

獣医学部 25 1 17 0 43 

応用生命科学部 14 0 4 1 19 

小計 39 1 21 1 62 

日本医科大学看護専門学校 6 0 0 0 6 

国際交流センター  3 0 0 0 3 

知的財産推進センター  3 0 0 0 3 

ICT推進センター  7 0 0 0 7 

研究統括センター  10 0 0 0 10 

しあわせキャリア支援センター  3 0 0 0 3 

合計 669 866 74 3,300 4,909 
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７． 学生数                                                令和 3 年 5 月 1 日現在   
学校名 大学院・学部・学科 年次 定員（人） 現員（人） 充足率（％） 

 日本医科大学 

 医学部 
医学科 

1 年 126 131 104.0 

2 年 126 125 99.2 

3 年 121 124 102.5 

4 年 121 130 107.4 

5 年 118 118 100.0 

6 年 116 113 97.4 

合計  728 741 101.8 

 大学院 
医学研究科 

1 年 70 45 64.3 

2 年 70 48 68.6 

3 年 70 44 62.9 

4 年 70 72 102.9 

合計  280 209 74.6 

日本獣医 

生命科学大学 

獣医学部 

獣医学科 

1 年 80 80 100.0 

2 年 80 81 101.2 

3 年 80 84 105.0 

4 年 80 92 115.0 

5 年 80 101 126.2 

6 年 80 86 107.5 

獣医保健看護学科 

1 年 100 100 100.0 

2 年 100 98 98.0 

3 年 100 98 98.0 

4 年 100 96 96.0 

獣医学部合計  880 916 104.0 

 応用生命 

 科学部 

動物科学科 

1 年 100 108 108.0 

2 年 100 90 90.0 

3 年 100 96 96.0 

4 年 100 96 96.0 

食品科学科 

1 年 90 61 67.7 

2 年 90 66 73.3 

3 年 90 88 97.7 

4 年 90 84 93.3 

応用生命科学部合計  760 689 90.6 

  合計  1,640 1,605 97.8 

 大学院 

獣医 

生命科学 

研究科 

獣医学専攻博士課程 

1 年 8 4 50.0 

2 年 8 3 37.5 

3 年 8 6 75.0 

4 年 8 10 125.0 

獣医保健看護学専攻博士前期課程 
1 年 5 7 140.0 

2 年 5 3 60.0 

獣医保健看護学専攻博士後期課程 

1 年 2 1 50.0 

2 年 2 0 0.0 

3 年 2 1 50.0 

応用生命科学専攻博士前期課程 
1 年 7 9 128.5 

2 年 7 9 128.5 

応用生命科学専攻博士後期課程 

1 年 2 0 0.0 

2 年 2 0 0.0 

3 年 2 1 50.0 

合計  68 54 79.4 

 日本医科大学 

 看護専門学校 
 看護学科 

 
1 年 80 81 101.3 

2 年 80 78 97.5 

3 年 80 82 102.5 

合計  240 241 100.4 
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８．入試状況・国家試験・学位授与 
（１） 令和 4年度入学者入試状況                                 （単位：人） 

       
学校名 大学院・学部・学科 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

日本医科大学 
医学部   医学科 3,464 3,150 214 123 

大学院 医学研究科 49 49 48 48 

日本獣医 

生命科学大学 

獣医学部 

獣医学科 1,813 1,720 280 80 

獣医保健看護学科 708 688 231 100 

小計 2,521 2,408 511 180 

応用生命 

科学部 

動物科学科 440 424 414 96 

食品科学科 229 223 223 67 

小計 669 647 637 163 

学部合計 3,190 3,055 1,148 343 

大学院 

獣医生命科学 

研究科 

獣医学専攻博士課程 6 6 5 5 

獣医保健看護学専攻博士前期課程 9 9 9 9 

獣医保健看護学専攻博士後期課程 2 2 2 2 

応用生命科学専攻博士前期課程 14 14 13 13 

応用生命科学専攻博士後期課程 0 0 0 0 

大学院合計 31 31 29 29 

日本医科大学 

看護専門学校 
看護学科 200 179 85 80 

 
（２） 令和 4年（116回）医師国家試験 [日本医科大学]        

 受験者（人） 合格者（人） 合格率(％) 全国平均(％)  

新卒 113 108 95.6 95.0  

既卒 7 5 71.4 54.0  

合計 120 113 94.2 91.7  

 
（３） 令和 4年（73回）獣医師国家試験 [日本獣医生命科学大学] 

       受験者（人） 合格者（人） 合格率(％) 全国平均(％)  

新卒 82 77 93.9 88.6  

既卒 24 13 54.2 42.0  

合計 106 90 84.9 80.3  

 
（４） 令和 4年（111回）看護師国家試験 [日本医科大学看護専門学校]       

 受験者（人） 合格者（人） 合格率(％) 全国平均(％)  

新卒 81 77 95.1 96.5  

既卒 5 5 100.0 38.9  

合計 86 82 95.3 91.3  

 
（５） 学位授与                                              （単位：人） 

    
    

学校名 学部・学科 卒業者数  研究科 学位授与  

日本医科大学 医学部 医学科 113  医学研究科 27  

日本獣医 

生命科学大学 

獣医学部 
獣医学科 86  獣医生命 

科学研究科 

20  

獣医保健看護学科 96    

応用生命 

科学部 

動物科学科 95     

食品科学科 82     

日本医科大学看護専門学校 看護学科 81  ― ―  
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９．卒業生の進路 
（１）日本医科大学・日本医科大学看護専門学校 

     

学校名 大学院・学部・学科 進路 人数  

 日本医科大学 

医学部 

医学科 

初期臨床研修 

（日本医科大学付属 4 病院） 
50  

初期臨床研修 

（その他医療機関） 
58  

その他 5  

大学院 

医学研究科 

大学・研究機関 19  

医療機関 6  

その他 2  

 日本医科大学 

 看護専門学校 
看護学科 

日本医科大学付属 4 病院 68  

その他医療機関 7  

進学 4 

その他 2 

 
（２） 日本獣医生命科学大学 

        

大学院・学部 学科 
卒業生

（人） 

進学 

（人） 

就職 

希望者

（人） 

就職 

内定者

（人） 

内定率 

(％) 

その他

（人） 

獣医学部 
獣医学科 86 2 79 77 97.5 7 

獣医保健看護学科 96 12 78 75 96.2 9 

応用生命 

科学部 

動物科学科 95 15 75 71 94.7 9 

食品科学科 82 1 77 75 97.4 6 

大学院 獣医生命科学研究科 20 1 19 18 94.7 1 

 
＊学科別進路・就職先 
 １．獣医学科                            ２．獣医保健看護学科                      

進路・就職先 人数  進路・就職先 人数 

獣医療（小動物獣医師） 55  動物病院 53 

地方公務員 9  検査・治験等 4 

農業関連団体（産業動物獣医師） 8  製造業（医薬品・食品・飼料・生活用品） 3 

製造業（医薬品・飼料・食品） 2  国家公務員 2 

その他の業種 3  教員・特殊法人等 2 

進学 2  その他の業種 11 

合計 79  進学 12 

   合計 87 

 

３．動物科学科                           ４．食品科学科 
進路・就職先 人数  進路・就職先 人数 

産業動物関連産業 12  食品関連・製造業 38 

食品関連産業 8  卸・小売・外食 20 

流通関連産業 5  農業・畜産 3 

農業関係団体 4  化学・医薬品製造業 2 

化学・医薬品 4  検査・分析機関・治験 2 

その他の業種 38  その他の業種 10 

進学 15  進学 1 

合計 86  合計 76 

進路・就職先 人数  進路・就職先 人数 

産業動物関連産業 12  食品関連・製造業 38 

食品関連産業 8  卸・小売・外食 20 

流通関連産業 5  農業・畜産 3 

農業関係団体 4  化学・医薬品製造業 2 

化学・医薬品 4  検査・分析機関・治験 2 

その他の業種 38  その他の業種 10 

進学 15  進学 1 

合計 86  合計 76 

進路・就職先 人数  進路・就職先 人数 

獣医療（小動物獣医師） 55  動物病院 53 

地方公務員 9  検査・治験等 4 

農業関連団体（産業動物獣医師） 8  製造業（医薬品・食品・飼料・生活用品） 3 

製造業（医薬品・飼料・食品） 2  国家公務員 2 

その他の業種 3  教員・特殊法人等 2 

進学 2  その他の業種 11 

合計 79  進学 12 

   合計 87 
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１０．国際交流活動 

 
（１） 外国人留学生受入者数                                     （単位：人） 

    
  

    
 

日本医科大学 総受入 新規受入  日本獣医生命科学大学 総受入 新規受入 

中華人民共和国 7 2  中華人民共和国 2 2 

台湾 0 0  台湾 2 0 

タイ王国 0 0  大韓民国 0 0 

アメリカ合衆国 0 0  タイ王国 0 0 

イギリス 0 0  イギリス 0 0 

ベトナム社会主義共和国 1 0  バングラデシュ人民共和国 1 0 

インドネシア共和国 0 0  オーストラリア 0 0 

オーストラリア 0 0  マレーシア 0 0 

エジプト 1 0  合計 5 2 

ニュージーランド 0 0     

フィリピン 0 0     

スウェーデン王国 0 0     

ヨルダン・ハシミテ王国 0 0     

イタリア共和国 0 0     

オーストリア共和国 0 0     

フィンランド共和国 0 0     

フランス共和国 1 1     

合計 10 3     

 

（２） 協定校からの外国人留学生受入者数                            （単位：人） 

    
 

     
日本医科大学   日本獣医生命科学大学    

西安交通大学 1  チェンマイ大学 0  

チェンマイ大学 0  クイーンズランド大学 0  

タマサート大学 0  中興大学 3  

浙江警察学院 0  忠南大学 0  

哈尔濱医科大学 0  カセサート大学 0  

中国医科大学 1  コンケン大学 0  

合計 2  合計 3  

 
（３） 短期留学者数                                           （単位：人） 

    
 

     
日本医科大学   日本獣医生命科学大学   

南カリフォルニア大学 0  クイーンズランド大学 0  

ハワイ大学 0  マッセイ大学 0  

中国医科大学 0  中興大学 0  

チェンマイ大学 0  全南大学 0  

タマサート大学 0  忠南大学 0  

米国国立衛生研究所（NIH） 0  
タイ 3 校（チェンマイ、 

カセサート、コンケン） 
0 

 

ピッツバーグ大学 0   

浙江警察学院 0  合計 0  

合計 0     
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Ⅱ 事業の概要 

 

１．法人 

 

（1）新規教育施設（看護学科）の設置計画 

 これまで検討してきた分野、養成する人材像、特色等を踏まえ、設置する学科の教育方針、

名称等について学科設置案として令和 3 年 11 月開催の理事会及び評議員会に諮り、承認さ

れた。 

 

（2）日本獣医生命科学大学富士アニマルファーム再開発の推進 

 施設設備の段階的な更新を実施した。令和 4 年 1 月に富士セミナーハウス個室化改修工

事を着工した。令和 4年度に計画している個室化改修工事の完了やセミナーハウス増築工事

の着工に向けて準備を進めた。 

 

（3）アクションプラン 21千駄木地区再開発の完遂 

 日本医科大学健診医療センターをはじめとするアクションプラン 21 千駄木地区再開発に

ついて、令和 3 年 9 月に地下駐車場及び上空連絡通路の完成、令和 3 年 12 月に公開空地庭

園の整備を以て、再開発計画における全ての工事が完了した。 

 

（4）武蔵小杉キャンパス再開発の推進 

 武蔵小杉キャンパス再開発計画について、令和 3 年 7 月に武蔵小杉新病院新築工事が完

了し、令和 3年 9月に開院した。また、令和 3年 9月から旧病院解体工事を着工した。更に

新規教育施設の建設に向けて、基本設計の策定が完了した。 

 

（5）多摩永山地区再開発の計画 

 多摩永山地区再開発に係る新病院基本計画の策定に向けて多摩市との交渉を継続して行

った。 

 

 

２．大学 

 

２－１ 日本医科大学 

 

機動的・戦略的な大学運営と医科大学版テクノロジー革命による未来型学修環境

を整備し、体系的で充実した教育課程を編成・実施する。社会の変化に対応した教

育研究を展開するため、教育研究組織や事務組織を効果的に再編・整備する。研究

支援体制の充実を図ると共に、学生生活全般にわたり、きめ細かな支援を実施し、

他大学や地域社会との連携を強化する 
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（1）ポストコロナ時代を見据えた臨床教育のシステムの構築・充実 

 シミュレーション教育の環境整備として、新臨床 SGL、救急医学多職種連携カンファレン

ス、救急医学クリニカルクラークシップ等で VR を活用した教育を行い、新しい臨床教育を

推進した。「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業」（文部科学省補

正予算）に応募し、採択された。 

 

（2）医学教育センターの充実・強化 

 医学教育センターの個別化教育推進部門長が中心となり、特に 5、6年生の個別学習指導、

予備校活用による集団指導を行ったことにより、6年生は全員が卒業し、医師国家試験の合

格率は過去 10年間の平均を上回った。 

 

（3）図書館機能の強化・高度化 

 教育研究活動の支援として、図書館及び情報システムを統合的に運用し、学術情報の拠点

とするため、研究分析ツールによる学内研究者の分野別業績を分析し、報告書を作成した。

分析結果は学長が医学部教授会にて報告した。各研究者の researchmap登録状況の調査及び

研究者データベース（RDB）、researchmap、PubMed、Web of Science、Scopus、医中誌 Webを

用いた本学研究者の研究業績の調査を行い、図書館の情報センター化を推進した。 

 

（4）研究部共同研究施設の改革 

 研究部共同研究施設の一施設であるアイソトープ研究室の閉鎖手続きが完了したことを

受け、研究部委員会において旧研究室の有効的な活用方法や共同研究施設内における必要機

器の充実を図った。アンケート調査等を実施し、更なる施設・設備機器等の環境整備を行う

と共に、研究体制の高度化に向けた再構築を推進した。 

 

（5）千葉北総キャンパスにおける教育・研究機能の充実 

 千葉北総キャンパス臨床研究棟の研究環境の充実及び運用にあたり、社会貢献として法医

学において千葉県警察本部（刑事部捜査第一課）、千葉県警察本部（刑事部科学捜査研究所）、

茨城県警察本部（刑事部鑑識課）及び筑波メディカルセンターと司法解剖等の受託業務の契

約を締結した。 

千葉北総病院研究室の研究環境整備を目的として必要機器の充実や研究体制の強化を図

った。クリニカルクラークシップ体制の充実を図るため、千葉北総病院内に新たにクリニカ

ルクラークシップ学生用の学習スペースを設置し、学習環境の整備を図った。 

 

（6）新カリキュラムの構築 

 基礎医学間の水平的統合、基礎臨床医学間の縦断的統合を重視した新たなカリキュラムの

構築を目指し、ポストコロナ時代の教育を視野に入れ、新カリキュラム準備委員会を 7回開

催し、令和 5年度の新カリキュラム導入に向けた準備を進めた。 

 

（7）多様な入学者選抜試験の実施 

 アドミッションポリシーを踏まえ、多様な入学者選抜試験を実施するため、令和 4年度入

試から導入した学校推薦型選抜（指定校）により 6人、東京都地域枠選抜により 5人の入学
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者を選抜した。 

 

（8）大学間連携の拡充 

 国公私立の設置形態を超え、地域や分野に応じて大学間が相互に連携し、社会の要請に応

えるため、関東がん専門医療人養成拠点事業において、中心となる筑波大学と定期的に会議

等を行い連携強化に努め、大学院生 13 人が「がんプロフェッショナル養成講座」を修了し

た。 

合同シンポジウムの開催、共同研究の実施及び人的交流の充実を図り大学間連携を拡充す

るため、令和 3年 6月に早稲田大学（第 1回）、令和 3年 12月に東京理科大学（第 8回）と

合同シンポジウムを開催し、連携を推進した。 

 

（9）高大接続連携強化 

 早稲田大学系属 3 校との高大接続連携に関する協定書に基づき、令和 3 年 4 月に主に高

校 3 年生向けの大学説明会及びキャンパスツアーを実施した。令和 3 年 9 月に同 3 校の高

校生及び付属中学生向けの大学説明会（ライブ配信）を実施し、高大接続の連携強化を推進

した。 

 

（10）ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）補助事業 

  女性研究者の上位職への登用促進と社会全体としてのダイバーシティ環境の実現にあ

たり、臨時教員選考委員会において「准教授（教育担当）」の申請基準を作成し、教育職

制に「准教授（教育担当）」を新設した。令和 3年 5 月 1 日付で「教員選考委員会運営細

則」を一部改正し、同日付で 3名の女性講師が准教授（教育担当）に昇任した。 

 

 

２－２ 日本医科大学先端医学研究所 

 

本学における学術的及び経済的な貢献を考慮した当研究所の将来構想を明確化す

る 

 

（1）組織（研究部門）の再構築 

 分子生物学部門（分子生物学分野）の再構築（大学院教授の選考と教室の再建）について

検討し、同部門の在り方について、研究部委員会において今後の方針が提示された。 

 

（2）研究部門における将来計画の策定 

 ゲノム医学部門の在り方について検討を進め、将来計画を策定した。 

 

（3）社会連携講座の移設 

令和 3年 4月に社会連携講座（タンパク質間相互作用学講座）の一部を武蔵小杉キャンパ

スから基礎医学大学院棟へ移設した。研究部委員会において、基礎医学大学院棟の再構築計

画に基づき、講座責任者と移設物品の取扱いについて協議し、令和 3年 5月に機器の設置及

び再稼働等の調整を完了した。 
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（4）新任教員着任部門における教育・研究体制の充実 

 生体機能制御学部門における教員の採用申請を行い、令和 3年 8月 1日付で助教 1名、令

和 3 年 10 月 1 日付で准教授 1 名を採用した。細胞生物学部門においては、教育・研究体制

の強化に向けて次年度も公募を継続する。 

 

（5）公的研究費及び競争的資金の獲得 

 各部門において、公的研究費（文部科学省・国立研究開発法人日本医療研究開発機構・厚

生労働省科学研究費）及び民間（公益財団法人等）における競争的資金の公募に積極的に応

募し、採択された。 

 

 

２－３ 日本獣医生命科学大学 

 

動物と人、都市と地方を繋ぐ大学として、人間愛と動物愛を持った生命科学人材

の育成のため、教育研究の質の向上と学生満足度の高い学生支援の実行、安全安心

なキャンパスの整備に向けた継続的な取組みとコロナ禍における多様且つ質の高い

取組みを推進する 

 

（1）財政基盤の確立とコンプライアンス・危機管理体制の構築 

ガバナンス体制を構築するため、中長期計画検討委員会及び大学戦略会議での審議・承認

によりアクションプラン（第 2期）を作成した。学部学科の改組（令和 6年 4月以降予定）、

基礎科学課程（仮称）の設置、研究室体制の見直し及び施設整備（21号棟等）について、継

続して検討することを確認した。施設設備計画の継続的な取組みとして、富士アニマルファ

ームの産業動物診療施設に保定枠場及び屋根を設置した。 

 

（2）「学生満足度の高い大学」に繋がる教育の実施 

 質の高い授業の在り方を推進するため、教育課程編成方針に基づく能動的学習の充実等へ

の取組みとして学生を対象としたアンケート調査を 2回（中間・期末）実施し、遠隔授業に

おける学生の学修状況、教員の授業方法及び実施状況を把握し、次年度の課題を抽出した。

ティーチング・ポートフォリオについて、令和 2年度後期分を含めた更新及び令和 3年度分

の作成を全専任教員に依頼・実施し、FD 委員会において教育改善に活用する仕組みを構築

した。 

 

（3）「大学関係者が愛と誇りを持てる大学」に向けたキャンパスの整備 

 安心安全な学修環境を構築するため、学内のセキュリティ強化として身分証（職員証や学

生証）を利用した入退館システム等の導入を計画し、機器の設置及び配線の工事を実施する

と共に身分証携行の徹底と定期的な防犯対策の周知を行った。 

ICT 関連設備の整備として、図書館 1 階の Wi-Fi 設備の増強、インターネット回線変更、

E 棟ラウンジ無線 LAN コントローラ及び無線アクセスポイントの更新、図書館無線、D 棟プ

ロジェクター機器導入（3室）及びスクリーン更新、学事・学修支援システム更新、講義収

録システムの一部更新を行った。 
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（4）世界をリードする「食・環境・生命（One Health）」研究の推進 

研究支援を推進するため、生命科学総合研究センターの研究部門に 5つの研究分野、研究

支援部門に 2つの支援分野、研究推進部門に 3つの推進体制及び共同研究室を設置し、横断

的なチームによる多様な研究テーマに対応した研究費の獲得に向けて、ロードマップの策定

を始めた。 

毎月、論文発表の情報を収集し、随時ホームページ（論文セレクト）にて公開した。 

「多能工型研究支援人材育成コンソーシアム」を継続し、研究推進委員会委員、URA教員

及び研究推進課事務職員の研修プログラム受講により、更なる研究支援体制の強化・推進を

図った。 

 

（5）「誰もが来てみたくなる大学」に向けたニチジュウブランドの確立と情報発信 

志願者数増加策の推進と入学定員の確保に向けた取組みを強化するため、入試においては

指定校数の増加、試験制度の変更を行うと共に入学特待生制度を導入することを決定した。

広報活動として学内オンラインイベント（2 回）、完全予約制・対面式オープンキャンパス

（7回）及び Webオープンキャンパスを実施し、学外進学相談会（全国 24会場：対面式 23、

オンライン 1）へ参加した。 

 令和 4 年度の機関別認証評価受審に向けて、各組織の長、各委員会委員長及び法人事務

局・大学事務局を含む認証評価検討委員会を設置した。令和 4年 3月に令和 3年自己点検評

価書の基準 1～6 が完成し、令和 4 年自己点検評価書の作成を認証評価検討委員会委員に依

頼した。 

令和 5 年度の獣医学教育評価受審に向けて機器及び施設の整備と大動物診療件数を増や

すための基盤整備として、令和 3 年 6 月から 12月の間に成牛用保定枠場 1 台、移動式手術

台 2台、移動式無影灯 2台を設置し、令和 4年 3月に冷蔵施設、前室と後室の設置、オート

クレーブの設置及び電気工事（電源と照明の設置）を完了した。また、NOSAI東京の指定獣

医師として治療業務を開始すると共に、動物医療センター産業動物部門として酪農家とコン

サルタント契約を締結し活動を開始した。 

 

（6）動物医療センターの動物医療体制の充実及び動物に関する多様な社会貢献活動の推進 

 動物医療センターの診療料請求実績、診療内容を再検討し、CT、MRI、皮膚科系処置、感

染症患畜、入院療養食等の請求価格を変更した。診療料金設定金額の見直し、算定漏れ対策

等を行った結果、医療収入は目標の 6憶円を超える高収入となった。購入申請があった機器

備品に対し、診療実績等を検証し、収入増加が期待できると考えられる機器を優先に、予算

額範囲内で購入できるよう調整を図った。 

富士アニマルファームにおいては、生乳・生体販売等により目標を上回る牧場収入を得た。 

 

 

３．専門学校 

 

日本医科大学看護専門学校 

 

心身共にたくましく、主体的に学習に取り組むことができる優れた人材を受け入
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れる。高い実践能力を有する看護人材を育成するために、教育環境を整えると共に、

教員の教育力を向上させる 

 

（1）教育内容の充実 

 令和 4年度カリキュラム改定に関する法令に基づき、主要な改定事項を盛り込んだ新カリ

キュラムを作成し、併せて学則の改訂を実施した。 

学修環境の整備として体育館にインターネット設備を導入し、Webexを使用して体育館と

別室での同時受講を可能とし、受講の効率化に繋げた。体育館の後方にスクリーン及びプロ

ジェクターを各 2台設置し、学生がスライドを見やすくなるよう、授業を効果的に行える環

境を整備した。 

 

（2）計画的な施設修繕 

 施設、機器備品の整備として、前年度に整備した演習室 1 に続き、2～3 教室に講義収録

システムを年度末に導入し、令和 4年度から講義録画を効率的且つ確実に実施できる準備を

整えた。 

 

（3）日本医科大学看護教育 100周年記念誌の制作 

 日本医科大学における看護教育の歴史及び変遷に重点を置き、100年を経た現在の看護教

育を紹介し、社会情勢や本学及び付属の各病院の発展と共に看護教育を 100年間継続してい

る希少性や伝統についても掲載する編集方針とした。記念誌を広く配布し各高校進路指導部

が本学の看護教育に関する認知度を高める一助とし、受験生にとっても興味深く将来性を感

じさせる内容とすることにより、多くの受験生の獲得に繋がるよう制作を進めており、令和

4年 12月発行を予定している。 

 

 

４．病院・クリニック等 

 

４－１ 日本医科大学付属病院 

 

日本医科大学付属病院新病院第 3 期工事完了後の経営基盤強化の基礎体制を確立

する 

 

（1）効率的な病床運用 

 診療科の配分病床を見直すため、令和 3 年 10月 1 日から消化器内科、消化器外科を中心

に診療科の編成を行い、1 病棟の診療科の数を多くとも 4 科までにとどめた。多い時で 10

病棟に跨り入院患者を受けていた消化器内科が、今回の見直しで約 5病棟に集約された。病

床の再編成に合わせ、本館 5 階 S 総合診療科ベッドの弾力的運用を行うため、24 時間救急

患者を本館 5S 病棟に集約する計画とした。新型コロナウイルス感染症対応により約 1 か月

半の施行となったが、救急患者の本館 5S 病棟への集約が可能であることがわかり、スムー

ズな一般入院患者の受入れと夜間の一般病棟の業務の負担軽減に繋がった。 
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（2）医療連携の更なる強化 

 紹介元・紹介先医療機関数の増加に繋げるため、医療機関への訪問、Web懇親会の開催及

び医療連携ネットワーク（カルテ公開）の参加医療機関の拡充を図った。令和 4年 3月に開

院した令和あらかわクリニックとの人的連携体制を整備した。 

 

（3）新規医療技術の拡大 

 ダヴィンチをはじめとした新規医療技術の拡大を図るため、施設基準申請必要数の達成を

目指し、腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術支援機器を用いるもの）、腹腔鏡下膣式子宮

全摘術（内視鏡手術支援機器を用いるもの）、腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術支援機器

を用いるもの）を実施した。 

 

（4）病院機能評価一般病院 3の受審準備 

 令和 4年 5月の日本医療機能評価機構の病院機能評価受審に向けて、審査区分一般病院 3

（特定機能病院対象）審査に対応できる体制を構築するため、第 1 部会～第 4 部会を設置

し、それぞれの領域毎に課題の抽出と改善活動を実施した。 

 

 

４－２ 日本医科大学武蔵小杉病院 

 

大学病院及び川崎南部医療圏の中核病院としての役割・使命を果たし、周産期・

小児・救急・周術期の医療を重点化し、「ユニバーサル・機能集約・実用本位」を念

頭に置いた施設設計と安全で質の高い医療を提供できる病院を整備する 

 

（1）川崎南部の中核病院としての地域医療への貢献 

 医療連携室が中心となり、院長、副院長、各診療科部長等により近隣の医療機関への訪問

を実施したが、新型コロナウイルス感染症によるまん延防止等重点措置が実施され、積極的

な訪問ができず件数が頭打ちとなった。 

 

（2）救急・総合診療センターを中心とした救急機能の充実 

 地域の中核病院として、救急患者について断らず積極的に受け入れることを基本としてい

るところ、国・自治体からの強い要請を受け、職員（医師・看護師・薬剤師・事務職員）は、

通常業務と並行して新型コロナウイルス感染症への対応業務を行うこととなり、病床につい

ては確保病床全 62 床（休止含む）を新型コロナウイルス感染症に充てることや、一部の他

施設のクラスター発生も相まって救急応需について制限せざるを得なかった。当直体制の見

直しや救急における感染症対策の徹底等、院内体制を整備することとなった。 

 

（3）周産期・小児医療の充実 

 川崎市周産期医療ネットワーク及び中部小児急病センターの一員として患者サービス向

上を目指し、産科、新生児科、小児科及び小児外科が協力関係を更に高め診療にあたった。

また、小児救急医療も積極的に行い、コロナ禍において可能な限り患者獲得のために近隣開

業医、病院への挨拶、川崎市小児科医会での症例検討会を実施した。 
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（4）高度医療を提供できる周術期機能の充実 

 新病院における中央手術室の数・広さの拡大、口腔科(周術期)の新設、麻酔科管理リカバ

リー室の設置、ICT、栄養科、PSC、医療連携等、病院全体で構成するチーム医療で周術期機

能を拡充・強化するため、毎週月曜日朝に実施している経営戦略会議（院長以下各部署長が

出席する会議）において、麻酔科部長より全体報告として当該週の手術実施予定状況を説明

し、空枠を報告することにより、積極的な手術室の使用を促した。 

 

（5）医療安全管理・感染予防管理の徹底 

 安全な療養環境を構築するため、医療安全管理部が中心となり毎月の発生事象を医長・医

局長会議でインシデント・アクシデント発生報告を実施し、新たな事故防止に努めた。職員

各位に「医療安全ポケットマニュアル 2021」を配布し、適切且つ安全な医療の提供に資する

ことを目的として啓蒙活動を実施した。 

 

（6）入退院・患者支援センター（PSC）の充実 

 患者支援センター業務の効率化と共に接遇応対の向上を目指し、担当部門の看護師を配置

転換し入院前患者（家族）への支援要員を 6人増員した。各診療科との協議を重ね、項目及

び動線の整備を行った。従来の予約センターを発展させ、コールセンターを設置し、専用回

線の導入により従来の予約変更のみの対応から新規予約取得を含めた対応ができるよう改

変した。 

令和 3年度は新病院の開院があったことから 8月の引っ越し準備、9月の新病院開院のた

め、2か月間の入院患者数を制限しなければならなかったことが受入れ患者数に大きく影響

した。 

 

 

４－３ 日本医科大学多摩永山病院 

 

南多摩地域の基幹病院として地域医療に貢献すると共に、地域連携の整備を図る。

新病院建設に向けソフト面の充実を図り、移転時に安定した経営を継続できる下地

作りを行う 

 

（1）診療科の診療体制整備 

 内科系は日中の救急受入れを総合診療科で担当することにより受入れをスムーズにし、発

熱外来や紹介患者についても積極的に受入れを行った。コロナ禍において救急受入れが困難

な時期が長く続いたが、近隣の医療機関からは依頼しやすくなったとの評価を得た。 

乳腺科においては、近隣の病院で対応できない乳房再建や BRCA 検査、予防乳房切除等に

ついて、市の広報で広く周知を図り、紹介医療機関に対しても連携の促進を積極的に伝えた。 

 

（2）電子カルテの効率的運用 

指導料・管理料について、電子カルテ内オーダー種をカスタマイズし、医師がオーダーを

発行しやすくすることにより増収を図った。電子カルテ及び自動精算機導入により、患者会

計の待ち時間短縮に繋げた。 
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４－４ 日本医科大学千葉北総病院 

 

地域中核病院としての機能を基盤に、ドクターヘリ事業を最大活用した「救命救

急、急性期脳卒中、循環器救急等の高度急性期医療」を展開し、がん診療連携拠点

病院としての優れた治療実績を蓄積し診療実績を向上させると共に、国際医療の充

実を図る 

 

（1）ドクターヘリ事業による高度急性期医療の展開 

 ドクターヘリの運航と共に夜間帯にはラピッドカーを出動し、早期の医療介入により救命

の可能性を高める「攻めの医療」を実践した。 

 

（2）がん診療連携拠点病院の指定に伴う診療実績の向上 

 地域がん診療連携拠点病院として、広報活動、各種がんセミナー及び医療機関訪問を通じ

て、がん相談支援センターでの相談（院内外患者・家族対象）をより充実させ、がん紹介患

者を増やし、手術件数や化学療法をより多く実施した。 

緩和ケア科及び歯科に主科から依頼されるよう、がん診療センター委員会等を通じた周知

や緩和ケア委員会の整備を行い、遺伝診療外来についてホームページやデジタルサイネージ

等を活用した広報活動を行う他、千葉県産業総合支援保健センタースタッフによる相談会を

毎月実施した。 

 

（3）外国人患者受入れに関する各種認証取得によるブランド資産向上 

 新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより医療渡航受診者の受入れは困難な状況

が続き、海外連携医療機関に関してはオンラインセカンドオピニオンによる連携を計画した。

Japan International Hospitals（JIH）の令和 4年度更新審査に向けて準備を実施した。 

 

 

４－５ 日本医科大学腎クリニック 

 

日本医科大学付属病院腎臓内科との連携協力を基本原則とした上で、紹介の実績

のある医療機関や新たな医療機関との連携を推進する 

 

（1）血液透析の維持強化 

 日本医科大学付属病院との連携強化を図るため、医局会・カンファレンスに参加し、当ク

リニックで受入れ可能な患者の状況の把握を行った。新型コロナウイルス感染症対策を徹底

し、短期間の患者も受け入れ、患者の獲得に繋げた。所長の付属病院での外来診察の際に、

当クリニックのパンフレットやチラシを患者に配布し、受入れ増加を図った。 

 

（2）特殊血液浄化療法の強化 

 透析患者以外の血液浄化療法の患者受入れを増加させるため、日本医科大学付属病院の消

化器・肝臓内科、皮膚科、糖尿病・内分泌内科等に積極的なアプローチを行い、当クリニッ

クの患者紹介も行うことにより連携強化を図った。 
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（3）腹膜透析の強化 

 日本医科大学付属病院の腹膜透析外来で、腹膜透析、腹膜透析及び血液透析併用療法の適

応となる患者の選定を行い、当クリニックでの治療を対象者にアプローチした。 

 

（4）日本医科大学付属病院血液浄化療法室との連携強化 

 日本医科大学付属病院血液浄化療法室との連絡会議において、両施設のベッド状況を共有

し、患者の一時受入れ等サテライト施設としての役割を果たし、連携を強化した。 

 

 

４－６ 日本医科大学呼吸ケアクリニック 

 

「都心にある大学病院専門外来」としてサテライトクリニックの機能を果たす 

 

（1）患者数の確保 

 耳鼻咽喉科領域に強みを持つ関連病院に対しては睡眠時無呼吸症候群に関する治療につ

いて、健診施設に対しては肺機能異常に係る検査の実施について、各々訪問して説明及び紹

介の案内を行った。 

 

（2）サテライトクリニック機能の強化 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い呼吸機能検査の実施が制限される中、当クリ

ニックでは簡易抗体検査キットを使用し陰性を確認した上で検査を行うことにより、影響を

最小限に抑えて日本医科大学付属病院からの紹介を受け入れる等、連携体制の強化を図った。 

 

（3）外来化学療法の実施 

 呼吸器外科による手術を実施し、且つ呼吸器内科の診療体制が十分でない医療機関に対し

て当クリニックで術後フォローが可能である旨の説明を行うため、訪問活動を計画した。訪

問先を選定したが、新型コロナウイルス感染症によるまん延防止等重点措置により訪問が困

難な状況となったため、今後の訪問に向けて医療機関への配布物の準備を進めた。 

 

 

４－７ 日本医科大学健診医療センター 

 

大学病院に付属する画像検査センターとして、画像診断における臨床、研究に寄

与し、その特性を活かして予防医療の充実のため健康診断、治験事業を行う 

 

（1）PET検査（臨床）の推進 

 日本医科大学付属病院の各診療科に放射線科の医師から悪性腫瘍患者に対する検査依頼

の働きかけを行い、潜在需要の掘り起こしを行った。 

 

（2）PET検査（健診）の推進 

 PET検査（健診）受検者の増加に向けて、ホームページを中心に広報を行った。 
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（3）PET治験の推進 

治験メーカーの検査数追加の依頼に対し、日本医科大学付属病院臨床研究総合センターと

協力し、当センター技師室が中心となり治験検査枠を追加設定して対応した。 

 

 

４－８ ワクチン療法研究施設 

 

免疫療法の研究と SSM（丸山ワクチン）有償治験の基幹施設として、学外施設との

連携と SSMについての周知を図る 

 

（1）学外の医療機関・研究施設との連携と SSMの理解促進 

 学外の医療機関・研究施設との連携を図るため、治験登録書類の改定・整備を行った。免

疫療法としての SSM の有用性の理解促進を図るため、SSMによる免疫力強化に関するアンケ

ート調査を実施した。 

 

 

４－９ 日本医科大学成田国際空港クリニック 

 

健康診断・人間ドック受診者等への利便性を向上させ、一般診療部門と健診セン

ターの独立により更なる効率化を図る 

 

（1）実情に即した運営体制の確立 

歯科診療の実情に即した運営体制を構築するため、診療日数や診療時間に関して成田国際

空港株式会社と引き続き協議を行った。 

 

（2）PCRセンターに係る業務 

社会経済的意義、需要に伴い、陰性証明書の発行を継続した。 

 

 

５．各センター 

 

５－１ 国際交流センター 

 

外国人留学者への支援・諸手続きの整備及び海外留学の更なる活性化・支援を通

して本法人の国際化に貢献する 

 

（1）外国人留学者への援助 

 外国人留学者受入部署に対し、教育経費の支給手続きを行い、令和 4年度受入れを予定し

ている外国人留学者の奨学金申請について、小委員会の審査を経て、運営委員会で支給を決

定した。 
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（2）外国人留学者受入れ及び外国の大学との学術交流 

新型コロナウイルス感染症の影響により、外国人留学者の新規受入れは 3 人にとどまり、

日本医科大学医学部生の短期留学（海外選択 CC、サマースチューデント、東南アジア医学研

究会訪問団による国際交流）による国際交流活動とその経済的支援（国際交流助成金支給及

び海外留学奨学金貸与）を行うことはできなかった。また、協定校への訪問、新規協定校の

開拓及び協定の締結は難しく、ハワイ大学との協定について更新のみ行った。 

令和 4 年 2 月にオンライン形式で開催した第 32 回外国人留学者研究会（新名称：

International Research Conference）に 42人が参加し、外国人留学者 5人と日本医科大学

医学部 6年生 2人による研究発表が行われた。 

 

 

５－２ 知的財産推進センター 

 

日本医科大学及び日本獣医生命科学大学の研究支援及び知的財産権の創出支援を

行い、本法人における知的財産の活用に向けたマネジメントを強化する 

 

（1）知的財産に関する業務 

学校法人日本医科大学知的財産戦略（平成 30 年 9 月制定）について、令和 4 年 1 月開催

第 28 回知的財産審議員委員会において検討し、当該戦略に従い業務を継続することを確認

した。 

知的財産戦略に従い、日本医科大学及び日本獣医生命科学大学における「産学連携に関す

る目標・計画」の作成についてアドバイスを行った。 

知的財産審議委員会で決定した知的財産評価基準に従い、知的財産の評価及び維持活動を

行った。 

 

（2）研究支援及び知的財産権の創出支援 

本法人の知的財産の創出支援のために、研究統括センターと連携して日本医科大学を対象

とした特許庁の「知財戦略デザイナー事業」に申請し、採択された。当センターと研究統括

センターの URA、知財戦略デザイナーと連携して業務を開始した。 

令和 3 年 9 月に日本医科大学大学院特別講義として「医学系研究者に必要な知的財産の

基礎知識とトピックス」を実施し、日本医科大学の大学院生だけでなく、法人の教職員に知

的財産について周知した。 

日本医科大学及び日本獣医生命科学大学の研究推進課と協力して研究マネジメント業務

を実施した。 

令和 3 年 10 月に産学連携実務者を対象とした産学連携リスクマネジメント講習会を実施

した。 

教職員に対して月 1回のメールマガジンの発信を行うと共に、知的財産権や産学連携に有

用な情報を収集し、産学連携実務者に対して周知した。 

 

 

 

27



５－３ ＩＣＴ推進センター 

 

本法人のＩＣＴ最適化と情報ガバナンスの強化を図る 

 

（1）ICT中長期計画の遂行 

 大学 ICT3 か年計画を策定し、ICT 大学小委員会で承認を得ることにより、複数年度を意

識した計画的な投資を実行した。ICT・情報処理関係予算申請と併せて各所属から申請され

た医療情報システムに関する中期計画について、特定年度に偏らないよう平準化させること

により各所属の業績に貢献した。 

 

（2）システム統一による業務効率化 

 各所属から申請されたシステム保守費に対して他病院と比較検討することで、適正な保守

内容及び価格となるよう業者と直接交渉し、申請額からの減額を図った。 

 

 

５－４ 研究統括センター 

 

治験の実施及び特定臨床研究を含む臨床研究の実施基盤整備と振興を図り、研究

に関するリスクマネジメント体制を構築する 

 

（1）治験収入の増加 

 日本医科大学付属 4病院連携による治験収入の増加を目指し、当センター主導で治験基盤

の整備を図るため、IRB 電磁化運営について本稼働している日本医科大学付属病院以外の 3

病院の手順書を策定し、使用環境を整備した。日本医科大学付属 4病院の治験担当者との治

験連絡協議会を 4回開催し、今後の基盤整備へ向けた取組みについて協議すると共に、治験

手続きに関する統一事項等の周知を図った。日本医科大学付属病院における治験収入増加に

向け、SMO（Site Management Organization：治験施設支援機関）紹介案件を各診療科へ打

診した。 

 

（2）臨床研究の管理 

 中央倫理委員会において、令和 3年 7月から倫理審査システムを導入し、多機関共同研究

の一括審査等の審査を開始したことにより業務の効率化を図った。日本医科大学多摩永山病

院倫理委員会、日本医科大学千葉北総病院倫理委員会において令和 4 年 3 月から倫理審査

システムを導入した。日本医科大学武蔵小杉病院倫理委員会においては、令和 4年 6月から

の倫理審査システムの導入を予定している。 

 

（3）研究リスクマネジメント体制の構築 

研究契約に関するリスクマネジメントとして、臨床研究部門と研究管理部門が連携して研

究に関する契約確認を行った。各担当部署に契約確認の手順書を周知すると共に、定期的に

契約手続き状況の進捗確認を行った。 
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利益相反マネジメントとして、年に 1回の定期自己申告、公的研究費及び臨床研究に関す

る利益相反マネジメントの実施並びに特定臨床研究の利益相反事実確認に対応した。 

また、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の施行に伴い、「学校法

人日本医科大学利益相反マネジメント規程」について一部改正し、令和 4年 4月 1日付で施

行した。 

 

（4）研究の不正防止に関する規程の制定及び改正 

 不正防止関係の規程の再点検及び一本化のために、2大学の「研究活動に係る不正行為の

防止及び公正性確保に関する規程」を見直し、新たに「学校法人日本医科大学における研究

活動に係る不正行為の防止及び公正性確保に関する規程」を制定し、令和 4年 1月 1日付で

施行した。 

 

（5）人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針改正 

 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針改正に伴い関連規程等の改廃を行

うと共に、中央倫理委員会における多施設共同研究の一括審査等の審査体制を構築し、各所

属倫理委員会の審査受入れ区分の見直しを行った。令和 3 年 12 月 1 日付で「学校法人日本

医科大学における人を対象とする医学系研究に関する倫理規程」を一部改正し、同日付で「学

校法人日本医科大学倫理委員会規則」を制定した。 

 

 

５－５ しあわせキャリア支援センター 

 

ダイバーシティへの理解を深め、多様な人材を受入れ活用できる組織を構築し、

女性研究者のライフイベントとキャリア形成との両立を支援する 

 

（1）ダイバーシティへの理解促進 

 2大学のダイバーシティ推進委員会において公募・選定した共同研究について、One Health

実行委員会にて採択した。各種支援制度について周知不足という課題の解決を目指し、支援

についてわかりやすくまとめた冊子を必要とする研究者に届くよう配布した。 

 

（2）ダイバーシティ研究環境の整備 

 新型研究支援員配置制度の利用対象者を出産、育児等ライフイベントにある女性研究者に

限定せず男性研究者にも拡大し、より一層の利用促進を図った。育児との両立支援制度であ

る「病児・病後児及び休日勤務時等の保育支援制度」を学内メール、チラシ、ダイバーシテ

ィ補助事業 Webサイトにて周知した。 

啓発活動として、「マネジメント力養成講座」（全 3回）、「介護と仕事の両立支援セミナー」

（全 3 回）、「リーダーシップ＆マネジメント力養成セミナー」、管理職向けの「イクボスセ

ミナー＆イクボス宣言」を開催し、Webサイトのタイムリーな情報更新及び 2回のニュース

レター発行を通してダイバーシティに対する意識の醸成を図った。ダイバーシティ推進のた

めの制度の拡充を図るため、第 2回ワーク・ライフ・バランスに関わるアンケート調査を実

施し、令和元年度に実施したアンケート調査結果と比較、検証を行い報告書を作成した。 
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（3）女性研究者の研究力向上 

 ワーク・ライフ・バランスに関するアンケート結果から、効果的な支援策としてプレゼン

テーション力向上セミナー、英語科学論文の書き方講座、英文校閲費費用助成制度が 6割以

上の周知率で、研究力向上に繋がるより実践的な取組みへの関心が高かったことを把握した。 

 

（4）女性の上位職への登用の加速 

 女性のキャリア支援として、日本医科大学においては学長による教授会等学内重要会議で

のプレゼンテーションや女性上位職候補者在籍の分野責任者との上位職登用に向けた戦略

の打合せを実施した。マネジメント力養成講座やイクボスセミナー＆イクボス宣言を実施し、

管理職への意識改革を図った。 

 

（5）文部科学省補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」の中間

評価実施 

 令和 3年 7月に中間評価成果報告書を提出し、令和 3年 11月に面接審査を受審した結果、

総合評価 A（所期の計画と同等の取組みが行われている）及び 5つの評価項目全てにおいて

a（所期の目標に達している、妥当である）との評価を得た。 

 

 

６．法人本部（管理部門） 

 

（1）法人全体の収支改善に向けた予算編成、財務戦略の策定 

 医療の質の向上と経営基盤の確立を図るため、原価計算システムによる診療科別収支の分

析結果や毎月モニタリングした診療科別予算に対する到達度を各病院へフィードバックし

た。 

 

（2）労働行政及び社会情勢の変化に対応する就業環境の整備 

 ハラスメント教育について、各所属相談員への Web研修を実施した。看護師の定着率向上

に向けて離職理由の集積を行った。医師の働き方改革に向けた労務管理及び勤務状況の実態

調査については、今後も継続して実施する。 

 

（3）施設設備の整備 

 令和 3年 8月に日本医科大学多摩永山病院アメニティ棟新築工事が完了した。また令和 3

年 12月に診療録管理室棟解体工事、令和 4年 3月に憩建物解体工事がそれぞれ完了した。 
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